
 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 20 日（土）に沢地カーニバルが行われました。本年度のスローガンは、 

 「沢地っ子 みんなが主役だ カーニバル ～笑顔の花を咲かせよう～」です。 

 沢地カーニバルは３年生以上の各クラスで、これまで学習したことを生かした「お店」をつく

り、全校に紹介する学習の場でもあります。カーニバル全体の企画は計画委員が中心となり頑張

りました。各クラスでは当日に向け、お店の企画から始まり、分担の決定、必要なものの準備等々、

多くの時間をかけて取り組んできました。15 日からはＣＭ週間で各クラスのお店の宣伝を昼の

放送で行いました。仲間と共に一つのものを創り上げることの喜びや楽しみ、そして、難しさを

学ぶと共に、クラスの絆が深まったことと思います。 

開会式では音楽クラブの「生 LIVE」やダンスクラブの発表を

オンラインで行い、スタートに花を添えてくれました。また、ど

の「お店」でも「店員」が張り切って仕事に取り組み、お客さん

の笑顔が溢れていました。 

今年度もコロナ対策により、外部からの入場に制限をかけたこ

とは残念でしたが、スローガンのように、子供たちの「笑顔の花」が

咲き誇るカーニバルとなりました。 

 

 

  

エアパーク 

 緊急事態宣言の影響により当初の予定より 1 月遅れでではあ
りましたが、11 月 25・26 日に日本晴れの中、修学旅行を６年
生全員参加で実施することが出来ました。 
今年度のスローガンは 
「静岡のみりょくを再発見！～感謝 協力 すてきな思い出～」
です。文化・産業・歴史などの中心地として発展してきた静岡
県について事前にしっかり学習した上で、実際に自分の目で確
かめる修学旅行になりました。６年生はどの訪問先でも、マナ
ー良く行動することができました。訪問先で一緒になった他校
の先生方からもお褒めの言葉を頂きました。 
 昨年度に引き続き、新型コロナの影響で、子供たち主体の班
別自由行動が限定的になったことは残念です。責任ある行動が
しっかりできる沢地小の６年生に、より自主的な活動をさせて
あげたかったなと思います。 
２日間を通して、子供たちには笑顔が溢れ、静岡の魅力と共

に、仲間の魅力を再発見できたのではないかと思います。卒業
までの残された日々においても、仲間と共に素晴らしい思い出
を作って欲しいと思います。 
 修学旅行実施に向けて、子供たちの体調管理等に日々御配慮
いただきました保護者のみなさま、また、毎日子供たちを温か
く見守っていただいている地域の皆さまにあらためて感謝申し
上げます。 
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修学旅行（浜松）行ってきました！ 

 沢地カーニバル 大成功でした！ 

５年生のお店の様子 

浜松城 


